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研究成果の概要（和文）：ティーチングスタイルとは、内容や状況に関係なく常にそれぞれの教師によって示される特
徴のことをいう。それを測定できる尺度「PALS」は欧米で幅広く使用されているものの日本語では利用ができない。そ
こで本研究の目的は、PALSを基盤に日本語でティーチングスタイルを測定できる尺度開発とした。厳格な翻訳プロセス
後、全国の看護学教育者のうち同意が得られた1,111人のデータを分析し、妥当性ならびに信頼性を検証の後、Teachin
g Style Assessment Scale (TSAS) が30項目の新尺度として開発された。そして自己評価や研究目的の用途として日本
語と英語の両方で利用が出来るようにした。

研究成果の概要（英文）：Teaching style refers to the distinct qualities displayed by a teacher that are 
persistent from situation to situation regardless of the content. The Principles of Adult Learning Scale 
(PALS) has been used extensively in the West for measuring teaching style in relationship to the adult 
education literature, but no version has been available for use in Japan. Therefore, this research used 
PALS as the foundation for creating a new instrument to measure teaching style in Japan. Following a 
rigorous translation process, data were collected from a national sample of 1,111 nursing educators. 
Factor analysis and correlation were used to establish the construct and content validity of the new 
instrument. Reliability was established with Cronbach’s alpha. The new 30-item instrument was named the 
Teaching Style Assessment Scale and is available in both Japanese and English for use either for personal 
self-assessment or for research purposes.

研究分野：看護教育学
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１． 研究開始当初の背景 

看護基礎教育における課題の１つは、
Evidence-Based Nursing（EBN）を可能と
する看護技術教育の実現であり（厚生労働省, 

2008）、現状においては看護実践能力の向上
に向け、2008 年を境に臨床に近い形で行う
教育についての研究報告が増えている（浅川, 

2011）。学生のＥＢＮ実践を可能とするため
には、目の前の患者に対して、多様な情報か
ら最善のエビデンスを取捨選択できる力、ク
リティカルシンキング力や自己主導型学習
力の力量形成が必要なことは論をまたない
ところである。これらの力は、いうまでもな
く「学士課程のコアとなる看護実践能力」を
支える必須の力であり、これらの力量形成に
際しては、教師主導による教師中心の授業で
は難しく、看護技術教育の根本的要素である
教育観やティーチングスタイルを見直す必
要も出てくる。教育方法だけを変えても、予
測以上にその効果が出ない場合があるのは、
教師のティーチングスタイルが「教育方法」
と「学習風土の醸成」に影響し、醸成された
一定の学習風土によって学習者の学習スタ
イルも影響されるためである。たとえば、同
じ科目を複数の教師が担当した場合、同じ教
育方法でも学習効果に違いがみられること
がある。これがティーチングスタイルの違い
による現象である。 

海外では、2005 年 National League for 

Nursing（NLN）の報告では、学習者中心の
ティーチングスタイルの必要性を提言し
（Stanlet, ＆ Dougherty, 2010）、EBN 実践
にはクリティカルシンキング力は必須であ
り、この力の育成には、学習者中心のティー
チングスタイルが欠かせない（Chipas, 1995; 

Schaeffer, 2003）とされ、米国では教師のテ
ィーチングスタイルが測定されている
（Stanlet, 2010）。我が国においてはティー
チングスタイルついての先行研究・文献は無
く、それに近い「教育観」に該当する文献が
わずか 1 件（2011, 6 月 医学中央雑誌データ
ベース検索）であり、その研究対象場面は臨
地実習であった。 

 

【ティーチングスタイル測定尺度】 

 本尺度の原作版は、「Principles of Adult 

Learning Scale (PALS)」として、オクラホ
マ州立大学の Gary J. Conti 博士によって開
発された尺度である。本尺度の日本への導入
にあたり、文化的背景が異なる国での尺度使
用について Conti 博士と討議の結果、現在も
米国の教師、看護学教師にも使用されまた、
海外でも広く使用されている尺度であり、日
本での尺度開発は、学習者中心の授業展開へ
の有用性が認められる等の知見を得ること
ができた。 

 本尺度は、7 つの要素で構成された 44 の質
問項目で作成されている。回答は、Likert 

scale (0 to 5) の 6 件法により、総合点が高い
ほど学習者中心のティーチングスタイルと

判定されるようになっている。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、日本の看護学教員が、自
身のティーチングスタイルが、学習者中心か
教師中心かを測定する尺度を開発すること
である。 

 

３．研究の方法 

（１）研究デザイン：本研究のデザインは、
量的研究と方法論的研究とした。 
 
（２）翻訳手順：原版の翻訳は、3 段階を経
て実施した。第 1 段階は、PALS 原版の英語か
ら日本語への翻訳（順翻訳）を 2 人で行い、
第 2段階は、順翻訳とは別の 2人がそれぞれ
日本語訳を英語訳（逆翻訳）にし、第 3段階
では、第 2段階で作成された逆翻訳したもの
と PALS 原版との比較を米国人の TESOL（英語
教授法）資格を持つ教育者が行い、１つの日
本語訳版を完成させた。さらに日本の大学教
員で英語を専門分野とする異なる大学の 3人
によって PALS原版と日本語訳を比較検討し、
全国調査に向けた最終 PALS 翻訳をティーチ
ングスタイル測定尺度（TSAS）と命名した。 
 
（３）予備調査：日本の看護系大学、看護短
期大学、看護専門学校に所属する専任教員 10
人に調査依頼し、TSAS を実施、意見を求めた。
さらに予備的に看護学領域以外の 7分野の大
学教員へも意見を求めた。 
 
（４）本調査：本調査は、日本の看護系大学、
看護短期大学、看護専門学校それぞれの専任
教員を対象として実施した。 
①分析：この研究のリサーチ・クエスショ

ンに基づき、SPSS ソフトを用いて、記述統計
量、度数分布、1 標本 t 検定、 因子分析、
Cronbachα、相関を求めた。 
 
倫理的配慮：本研究は、名古屋大学大学院

医学系研究科生命倫理審査委員会の承認を
受けて実施した[承認番号 11-162]。 
 

４．研究成果 
（１）本調査の概要 
日本の看護系大学、短期大学、専門学校の

施設代表者へ調査協力依頼を行い、同意があ
った 363 施設へ調査票計 2,256 票を郵送し、
そのうち 1,111 票（49.2%）が回収（個別返
送）され、全てが有効回答であった。未記入
項目については、中間値「2.5」を割り当て
た（Conti, 2004）。 
 
（２）TSAS と PALS の比較：TSAS のスコアは
（t=84.4,  df=1,110, p < 0.001）であり、
PALS とは大差があった。TSAS の平均は
114.25(SD=12.54)、中央値は 114、最頻値は
108、最大値は 162、最小値は 68 であった。
これらの得点は、PALS とはかなりかけ離れて



はいたが、正規分布を描いていた。PALS の合
計スコアは７つに分類でき、全ての因子にお
いて全国のサンプルデータ（TSAS）は、PALS
より低かった（表１）。 
 
表 1 TSAS と PALS の比較 

 
次にこの 1,111 票を使用して、因子構造が

PALS と同様であるか否かを確認するために
全 44 項目を主成分分析した。因子解は、PALS
との比較であるので PALS の因子数である７
を投入した。その結果、44 項目全てが、7 因
子に組み込まれ、分散 44.34％で説明できた。
全項目の因子負荷量は、0.30 以上であった。
7 因子解以外についても検討・実施してみた
が分散の説明が低く、7 因子解が最も望まし
いと考えられた。最終結果としては、TSAS と
PALS の因子は概念上の類似はあるものの、概
念を構成する項目では相違が見られた。TSAS
の内的整合性を表すクロンバックαは、0.7
であった。 
 
（３）TSAS の最終形：TSAS は PALS との比較
から類似していることがわかったが、なお説
明できないノイズを低減するため、さらに分
析を進めたところ、TSAS は、PALS の 44 項目
の構造を変える新しい尺度となった。そのた
め、この新しい尺度である TSAS の妥当性と
信頼性の検証を行うこととした。 

①基準関連妥当性：基準関連妥当性は他の
基準との関連によって決定される。本研究に
適用できる外的基準となる尺度がなく使用
不可能であった。そこで、TSAS は新尺度では
あるが PALS から作られていること、そして
1,111票を使用した本調査からPALSと類似因
子を確認できているため、PALS との比較結果
からみて基準関連妥当性の確保に至った。 

②内容的妥当性：内容的妥当性はテストが
意図された内容領域を測定しているか否か
により決定される。TSAS は PALS の翻訳手順
を経て作られているため PALS がもつ内容的
妥当性から TSAS についてもそれを推定する
ことができる。PALS の内容的妥当性は成人教
育学者で知られている Malcolm S. Knowles
をはじめリーダーとして幅広く活躍した 13
人で検証されている。内容的妥当性の説明に
向けて、TSAS の各項目と TSAS 合計スコアの
相関を確認したところ、44 項目のうち 14 項
目が削除された。残った 30 項目は 0.60 から
0.69 が 6項目、0.50 から 0.59 が 6 項目、0.40
から0.49が9項目、0.30から0.39が4項目、

0.20 から 0.29 が 4 項目、そして 0.17 が 1 項
目であった（表 2）。全ての相関は、0.001 水
準で有意であった。 
 

表 2 TSAS の項目得点と合計得点との相関 

 
③構成概念妥当性：構成概念妥当性はこの

テストは何を測定しているのかという根本
的妥当性を問うことで決定され、妥当性の中
でも最も重要である。TSAS はこの妥当性を以
下 2つの方法で説明できる。１つは、TSAS が
PALS から翻訳されており、内容的妥当性と同
様に、PALS がもつ構成概念妥当性から推測で
きるということ。もう１つは、TSAS の最終形
である 30 項目の因子分析において、45.25％
の分散を説明する 5因子がみられたこと、そ
れらの因子負荷量が 0.745 から 0.325 の範囲
であったこと、かつその因子名は PALS 内の
因子名から命名されたことから因子が PALS
と類似していること、以上から構成概念妥当
性は説明できた。 
 
④信頼性：TSAS の最終形 30 項目の内的整

合性の指標として、クロンバックのα係数は
0.86（標準化された項目αは、0.87）であっ
た。これにより TSAS の内的整合性の信頼性
が確認された。また、再テストを 30 人の看
護学教員（大学、短期大学、専門学校）に実
施し、1 回目と 2 回目の総得点の相関係数は
0.9 であり、TSAS が安定性を確保しているこ
とが示された。なお 1回目と 2回目の調査間
隔は 2週間とした。 
 
（４）TSAS の規準：妥当性の検証プロセスの
結果、TSAS は 30 項目の合計得点でティーチ
ングスタイルを判定できる尺度となった。
TSAS の平均は 81 であり各因子の平均は 9 か
ら 23 であった（表 3）。TSAS 内の 30 項目の
それぞれの平均は 2.7（81/30＝2.7）となる。 
 
表 3 TSAS と各因子の平均 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 



尺度の範囲は、0 から 150 であり、中点の
75 から上が学習者中心のティーチングスタ
イルであることを示す。また TSAS のネガテ
ィブな項目の殆どがこれまでの分析過程で
除去されため、TSAS では回答肢の極（0と 5）
を転置させ計算がしやすいようにした（表 4）。 

 
表 4 回答肢 
 

 
 

 
 
（５）結論と提言：30 項目として新しくなっ
たティーチングスタイル測定尺度は、TSAS と
命名され、日本語と英語のそれぞれで、個々
の教師が自己診断用としてまた研究目的用
として、利用可能になっている（表 5）。TSAS
にとって、この自己診断機能は大変重要であ
る。看護学教師のみならず、広く教師が日々
の実践と研究に TSAS を用い、活用されるこ
とを推奨する。この尺度の活用が、教師の発
達したプロフェッショナルな実践（FD）や成
人教育に関する知識の獲得ならびにそれを
ふまえた学習者中心のアプローチへの改善
行動に貢献すると思われる。 
 
表 5 TSAS の 30 項目 
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